
午
前
８
時
30
分
に
Ｊ
Ａ
晴
れ

の
国
岡
山
井
原
支
店
駐
車
場
へ

集
合
し
た
団
員
ら
は
、
集
積
所

の
佐
藤
物
産
㈱
（
下
町
）
へ
徒

歩
で
移
動
。
遠
藤
大
和
団
長
が

「
き
ょ
う
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
同
社
佐

藤
高
志
会
長
は
「
皆
さ
ん
ご
苦

労
さ
ま
。
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
団
員

ら
を
元
気
づ
け
た
。

回
収
す
る
５
台
の
ト
ラ
ッ
ク

へ
団
員
も
同
乗
し
て
さ
っ
そ
く

に
出
発
。
各
世
帯
の
玄
関
先
な

ど
に
出
さ
れ
た
古
新
聞
・
古
雑

誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
積
み

込
み
、
荷
台
が
満
杯
に
な
る
と

次
々
に
集
積
所
へ
持
ち
帰
り
、

分
別
し
な
が
ら
降
ろ
し
た
。

側
溝
の
土
砂
回
収
を
終
え
た

倉
掛
自
治
連
合
会
役
員
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
こ

と
か
ら
、
正
午
ご
ろ
に
は
す
べ

て
の
作
業
が
終
了
。

今
回
も
同
社
佐
藤
会

長
夫
妻
の
ご
厚
意
で
カ
ッ

プ
ラ
ー
メ
ン
を
ご
馳
走
に

な
り
、
み
ん
な
大
喜
び
で

解
散
し
た
。

育
成
会
の
遠
藤
晶
大

会
長
は
「
地
元
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
自
治
連
合
会

や
佐
藤
物
産
㈱
の
方
々

に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
」
と
礼
を
述
べ

て
い
た
。

倉
掛
夏
目
両
自
治
連
合
会
の

要
請
を
受
け
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
暗
き
ょ
清
掃
＝
写
真
＝
が

定
例
試
運
転
日
の
６
月
２
日
、

井
原
分
団
第
３
部
（
井
上
浩
伸

部
長
・
団
員
18
名
）
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
た
。

清
掃
は
午
前
６
時
50
分
よ
り

元
大
西
歯
科
医
院
前
、
倉
掛
公

園
北
、
広
島
銀
行
北
な
ど
計
５

カ
所
で
行
わ
れ
、
地
中
の
排
水

管
を
は
じ
め
、
周
囲
の
側
溝
の

土
砂
を
取
り
除
き
、
午
前
11
時

ご
ろ
に
作
業
を
終
え
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
定
例
清
掃

（
写
真
）
が
６
月
２
日
、
午
前

８
時
よ
り
倉
掛
及
び
夏
目
の
氏

子
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

５
月
は
大
量
の
落
ち
葉
に
手

を
焼
き
片
付
け
も
終
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、
今
月
は
落
葉
を

入
れ
る
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
を
事

前
に
購
入
し
た
こ
と
か
ら
、
運

搬
及
び
清
掃
作
業
が
は
か
ど

り
、
午
前
10
時
前
に
は
解
散
で

き
た
。

経
年
劣
化
に
よ
り
令
和
６
年

度
倉
掛
自
治
会
予
算
で
買
い
替

え
る
予
定
だ
っ
た
倉
掛
公
民
館

の
テ
ー
ブ
ル
10
脚
が
、
６
月
上

旬
に
新
し
く
な
っ
た
。

色
は
薄
い
茶
色
で
折
り
た
た

み
式
。
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き

た
テ
ー
ブ
ル
で
使
用
可
能
な
も

の
は
予
備
と
し
て
残
さ
れ
た
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
あ
す
は
（
会
員
50
名
）
が
郷

社
足
次
山
神
社
で
６
月
17
日
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流

会
を
開
き
関
係
者
18
人
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

森
典
子
会
長
の
開
会
挨

拶
に
続
い
て
午
前
９
時
30

分
、
参
加
者
は
４
組
に
分

か
れ
て
同
時
ス
タ
ー
ト
。

境
内
に
は
巨
木
や
石
碑
な

ど
の
障
害
物
が
点
在
し
て

お
り
、
ベ
テ
ラ
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー

も
四
苦
八
苦
。
打
っ
た
球
は
ゴ

ー
ル
ポ
ス
ト
直
前
で
傾
斜
や
小

石
に
影
響
さ
れ
「
あ
ー
残
念
」

な
ど
と
口
走
り
な
が
ら
プ
レ
ー

を
楽
し
み
、
２
ラ
ウ
ン
ド
（
16

Ｈ
）
の
合
計
打
数
を
競
っ
た
。

結
果
、
岡
本
哲
二
さ
ん
（
倉

掛
３
組
）
が
37
打
で
優
勝
。
２

位
は
寺
内
知
久
子
さ
ん
（
同
１

組
）
41
打
、
３
位
は
妹
尾
紀
子

さ
ん
（
同
３
組
）
42

打
だ
っ

た
。
岡
本
さ
ん
は
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
（
１
回
）
も
記
録
し
た
。
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倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／増成 実

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

倉
掛
地
内
を
対
象
と
し
た
倉
掛
少
年
団
春
季
資

源
回
収
が
６
月
２
日
、
好
天
の
下
で
行
わ
れ
、
団

員
や
育
成
会
員
ら
約
40
人
が
参
加
し
た
。

郷
社
で
熱
戦
を
展
開

井

原

分

団

第

３

部

倉
掛
少
年
団
資
源
回
収

倉掛自治会 http://kurakake.sakura.ne.jp

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

恒 例 の 溝 掃 除

土 砂 搬 送 完 了

倉掛地区全域溝掃除の土砂回収が６月２

日、倉掛自治連合会によって行われた。

役員らは、早朝より溝掃除の土砂が入った

土のう袋をトラックで回収して井原大橋下に

集め、その後、協力を依頼した市のダンプカ

ーに積み替え、約４トンの土砂を２回に分け

て処分場へ搬送してもらった。

作業を終えた役員らは引き続き、少年団資

源回収のボランティアとして正午ごろまで活

動を支援した。

倉掛自治連合会

足
次
山
神
社

６
月
定
例
清
掃

作
業
は
か
ど
る

テ
ー
ブ
ル
新
品
に

サ
ロ
ン

あ
す
は

曇り空の下で行われたグラウンドゴルフ

回収したダンボールの積み上げ作業

倉
掛
公
民
館



サ
ロ
ン
あ
す
は
が
５
月
20

日
、
井
原
笠
岡
を
巡
る
一
日
バ

ス
旅
行
を
実
施
し
、
会
員
19
人

が
参
加
し
た
。

午
前
10
時
に
つ
ど
え
～
る
を

出
発
。
最
初
に
１
２
０
０
万
本

の
赤
や
ピ
ン
ク
の
ポ
ピ
ー
が
一

面
に
広
が
る
笠
岡
湾
干
拓
の
道

の
駅
〝
笠
岡
ベ
イ
フ
ァ
ー
ム
〟

へ
。
美
し
い
景
観
を
楽
し
ん
だ

後
は
事
前
に
予
約
し
て
い
た
バ

イ
キ
ン
グ
料
理
。
「
笠
岡
ラ
ー

メ
ン
も
美
味
し
か
っ
た
」
と
多

彩
な
〝
味
〟
を
堪
能
し
た
。

次
に
笠
岡
駅
の
東
に
あ
る
美

保
神
社
（
松
江
市
）
の
御
分
霊

社
で
、
事
代
主
神
と
三
穂
津
姫

神
が
祀
ら
れ
て
い
る
白
雲
大

社
・
ゑ
び
す
宮
へ
参
拝
し
た
。

最
後
に
井
原
市
大
江
町
の
バ

ラ
園
へ
立
ち
寄
り
、
手
入
れ
の

行
き
届
い
た
花
々
を
観
賞
し
て

つ
ど
え
～
る
へ
戻
っ
た
。

井
原
学
区
少
年
団
球
技
大
会

（
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
）
が

井
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
６

月
16
日
、
町
内
８
地
区
の
少
年

団
が
参
加
し
て
開
か
れ

た
。試

合
は
午
前
８
時
30

分
か
ら
２
面
を
使
っ
て

行
わ
れ
、
倉
掛
は
１
回

戦
で
猪
清
と
対
戦
。
終

盤
追
い
上
げ
ら
れ
た
も

の
の
、
７
対
４
で
逃
げ

切
っ
た
。

続
い
て
決
勝
進
出
を

か
け
た
中
町
と
の
試
合

は
６
対
４
で
惜
敗
。

午
前
11
時
50
分
開
始

の
３
位
決
定
戦
は
、
ヒ
ッ
ト
を

連
発
し
て
16
対
２
で
夏
目
を
下

し
、
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

白
熱
し
た
試
合
が
多
か
っ
た

今
年
の
優
勝
は
中
町
、
準
優
勝

は
本
町
だ
っ
た
。

井
原
町
土
曜
夜
市
２
０
２
４

が
中
町
商
店
街
で
６
月
８
日
と

同
15
日
の
２
回
、
井
原
町
土
曜

夜
市
実
行
委
員
会
の
主
催
で
開

か
れ
、
二
日
間
と
も
に
約
千
人

の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

会
場
と
な
っ
た
の
は
本
通
り

の
中
町
郵
便
局
か
ら
大
山
時
計

店
ま
で
の
区
間
。
井
原
図
書
館

の
駐
車
場
な
ど
も
活
用
し
て
焼

き
そ
ば
・
焼
き
鳥
・
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
・
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
・
た

こ
焼
き
な
ど
20
を
超
え
る
屋
台

が
並
び
、
長
い
列
が
で
き
た
。

一
方
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
ダ
ン

ス
や
鏡
獅
子
太
鼓
、
楽
器
演
奏

が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
た
ち
の

注
目
を
集
め
た
。
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7/ 6  野鳥セミナーⅡ・つどえ～る

7/ 6  郷社足次山神社＆役員会

7/ 7  井原分団第３部試運転日

7/ 7  郷社定例清掃 8：00～

7/ 7  手話体験講座①・つどえ～る

7/13～14 倉掛少年団キャンプ（弥高山）

7/20  倉掛自治連合会・役員会

7/21  欅の杜の市（門田町大谷）

7/22～8/4 倉掛少年団ラジオ体操

8/ 3  井原夏祭り☆まんてん

8/ 4  井原分団第３部試運転日

8/ 4  郷社定例清掃 8：00～

8/ 4  手話体験講座②・つどえ～る

8/14  井原町盆踊り大会

8/17  倉掛自治連合会・役員会

- - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

※スマホ等で倉掛自治会ＨＰ

をご覧になる場合は右のＱＲ

コードを読み取って下さい。

倉 掛 ほ っ と 情 報

倉掛自治会 http://kurakake.sakura.ne.jp

サロンあすは

一日バス旅行

こ
の
日
の
最
後
は
井
原
へ
戻
り
相
原
公
園
の

バ
ラ
園
で
パ
チ
リ
＝
５
月
20
日

井
原
学
区
少
年
団
球
技
大
会

キックベース

人気の観光農園・笠岡ベイファーム

白雲神社の立派なしめ縄にビックリ

猪清戦でヒットを放つ遠藤大和団長＝井原小・６月１６日

笠
岡
ベ
イ
フ
ァ
ー
ム
な
ど
楽
し
む

“野鳥のからだを知ろう”と初心者向けの野鳥

セミナーがつどえ～るで開催されます。無料

日時：７月６日（土）１４：００～１６：００

会場：つどえ～る１階

講師：井原野鳥倶楽部 藤井聖三会長

募集：２５人（６月３０日までに藤井会長へ直

接申し込む。つどえ～るでも可）

締切：6月30日まで 090-9685-1710（藤井）

つどえ～るでは手話体験講座を開催するにあた

り受講者を募集します。随時受付中。

と き：①7月7日 10：00～11：30

②8月4日 10：00～11：30

講 師：鳥越裕子氏＆片山久美子氏

受講料：無料 電話0866-62-9090

主 催：井原市聴覚障害者協会・つどえ～る

■手話体験講座受講者募集

■お部屋でバードウオッチングⅡ

中
町
商
店
街
に

千
人
超
の
人
出

井
原
町
土
曜
夜
市

写
真
上
＝
井
原
市
ま
ち
づ
く

り
支
援
員
＆
地
域
学
校
協
働
活

動
推
進
員
の
矢
本
大
也
さ
ん
が

高
校
生
ら
の
協
力
を
得
て
設
置

し
た
〝
的
当
て
〟
も
大
人
気

倉
掛
の
子
ど
も
た
ち
も
笑
顔


